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＜今月の１枚  キッズテニス大会 スタッフの皆さんの素敵な笑顔＞ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

■大会１５６名、教室３７名が市内外から参加■大会１５６名、教室３７名が市内外から参加■大会１５６名、教室３７名が市内外から参加■大会１５６名、教室３７名が市内外から参加    

 11月２１日（土）、浦和駒場体育館において、第９回キ

ッズテニス大会 in SAITAMAを開催しました。 

 市内だけではなく、今年度も戸田や熊谷など県内各地か

ら、大会１５６名、教室３７名と、多くの子ども達が参加

し、熱戦を繰り広げました（写真は、主に低学年がそろっ

た開会式。高学年は試合開始が遅いため受付時間もずらし

ています）。 

  

■■■■大会形式と大会形式と大会形式と大会形式と入賞者入賞者入賞者入賞者のののの紹介紹介紹介紹介        

 この大会は、小学１・２年、３・４年、５・６年の男女

別、計６つのカテゴリーに分かれ、３名程度の予選グルー

プリーグを行い（１人２～３試合）、各グループ１位が決

勝トーナメント、グループ２位はコンソレーショントーナ

メントを行います。 

ゲームは９ポイント先取の１ゲーム方式です。 

 各カテゴリーの入賞者（１位トーナメント１～３位とコ

ンソレーション１位）の表彰式後の姿を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

第９回キッズテニス大会第９回キッズテニス大会第９回キッズテニス大会第９回キッズテニス大会    開催開催開催開催    

１・２年女子 

５・６年男子 

５・６年女子 

３・４年男子 

３・４年女子 

１・２年男子 



 

■大会趣旨と歴史について■大会趣旨と歴史について■大会趣旨と歴史について■大会趣旨と歴史について    

 この大会は、2007年に始まり、今年度で９回目を数えま

した。 

 浦スポでは、2004年から幼稚園や小学校低学年から、テ

ニスに親しむ機会を増やすため、腕に負荷の少ないスポン

ジボールを用い、天候にかかわらず安定して行える体育館

でキッズテニス教室を展開してきました。 

 教室だけではなく、試合の喜びや緊張感を味わうことも

大切、でも、協会などが行う大会にはなかなか参加しづら

いよね、という話から、教室開始から３年目に、県内で同

様の教室を開催しているクラブ等と協力して実行委員会

を設立し、大会を開催することとしました。 

笹川スポーツ財団やtoto（スポーツくじ助成）の支援、

さらには、テニスラケットメーカー各社や周辺のスポーツ

ショップ・テニスショップの協賛等もいただきながら、ク

ラブからも資金を出して継続してきました。 

 大会のサブテーマには、「マナーの向上」を掲げていま

す。これは、日本テニス協会も協力して進められていたマ

ナーキッズテニスの取り組み（現在は、ＮＰＯ法人マナー

キッズプロジェクトとして活動を展開されています）の趣

旨に賛同して始めたものです。大会の中でも、相手を敬う

心を持つこと、それを姿勢（態度）で現すために、試合前

後の挨拶をしっかり行うことを約束ごととして取り組ん

でいます。 

 同時に、試合観戦に訪れる保護者や指導者にも、子ども

のスポーツを応援する際の考え方について、大会をとおし

てお伝えしてきました。 

■参加して■参加して■参加して■参加してくれた全員が主役くれた全員が主役くれた全員が主役くれた全員が主役    

入賞者の写真紹介をさせていただきましたが、本当は全

員の紹介をしたいところです。勝っても負けても出場した

全員が主役です。勝って考えること、負けて得ることもい

ろいろあると思います。この経験を今後につなげてもらえ

ればと思います。 

 この大会には、こどもたちの他にも多くの「参加者」が

います。大会の趣旨に賛同して集まってくださっている地

域のテニス愛好家の方々です。このボランティアスタッフ

の力がなければ、大会は成り立ちません。 

 タイトル写真のおおよそ50名の皆さんが、この大会のす

べての運営を担ってくださっています。 

 市内のテニスクラブやテニスコートで知り合った方々

が声をかけあい、毎年この大会に集まってくださいますが、

驚くべきはその女性率。おおよそ９割。 

 このネットワークは、クラブにとって本当に大切な財産

です。そして、参加された皆さんの素敵な笑顔をみている

と、参加してくださった方々の中でも、この大会に参加さ

れることで何かを得ていただけているのではとちうれし

くなります。 

 誌面上で恐縮ですが・・・皆さん、今後ともよろしくお

願いします。地域の子ども達、テニス好きのこどもを、ス

ポーツ好きの子どもを一緒に育てて、彼ら彼女らが大きく

なったら一緒にテニスしましょう＾＾。 

  

 

 

■かけっこ教室！■かけっこ教室！■かけっこ教室！■かけっこ教室！    

 駒場体育館の自主事業企画として、３週にわたり実施した

かけっこ教室には、市内の小学生30名の参加がありました。 

 講師に、さいたま市出身の大橋祐二氏をお迎えし、浦スポ

の藍コーチもサポートして、早く走れるための体の動かし方

などについて学びました。 

 大橋さんは、浦和高校在学時代に 110ｍハードルで高校生

初の１３秒台高校記録をマークされ、社会人となってから出

された自己ベスト13秒55は日本歴代４位に位置するトップ

アスリートです。 

■バドミントン教室！■バドミントン教室！■バドミントン教室！■バドミントン教室！    

 １１月中には、元全日本チャンピオンの片山卓哉氏による

中学生部活参加者を対象としたバドミントン教室も２週にわ

たり開催しました。近隣の中学校でバ

ドミントン部に所属する１～２年生が

参加しました。 

 片山さんは、越谷南高校から中央大

学を経てＮＴＴ東日本で活躍された後、

現在は理学療法士としてアスリートの

競技力向上、スポーツ障害の防止、体

づくりの指導なども行われており、右

のような著書も出されています。 

 現在はさいたま市内にお住まいです。 

 バドミントンの技術のみならず、競技力向上にむけたより

よいからだづくりについてのアドバイスをいただき、受講者

にとっては、部活の充実にむけてよい機会となったようです。 

 

 

 

 ノルディックウ

ォーキング教室で

は、久々にさいたま

市を飛び出し、秋の

鎌倉・七福神巡りに

行ってきました！ 

 ポールを使うこ

とで足への負担を減らすとともに、上腕をバランスよく

鍛え、消費カロリーもアップするノルディックウォーク。

全国各地で愛好家が増えているようです。 

 みなさんもぜひご参加ください！ 新規会員大募集中

です。 

スポーツスポーツスポーツスポーツ好きな子ども好きな子ども好きな子ども好きな子どもをををを増やしたい！増やしたい！増やしたい！増やしたい！    

    

元気にどこでも元気にどこでも元気にどこでも元気にどこでもでかけよう！でかけよう！でかけよう！でかけよう！    

    

2015 年度、浦和スポーツクラブは、

総合型地域スポーツクラブ活動助成を

受けて活動しています 


